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＜連絡事項＞

· 受け持ち担当及び業務分担表を作成しましたので各自確認してください。

· 平京子様～眼鏡作成について援助がありますが、一度眼科受診が必要ですので受診について調整してください。受診前に生活福祉課への連絡が必要ですので下平さんまで連絡お願いします。

· 法人食事サービス管理委員会より、昼食のラーメンの時いなりが一個となっていましたが、患者様より足りないとの意見があり２個にすることを検討しているそうです。次回４/２０　担当は村越さんです。

＜SSTミーティング＞

Aグループ～ロールプレイを行うものの声の大きさやはっきりしない口調が出来ていない方が多かった。　

Bグループ～活発な意見は聞かれないものの、促しにて発言することは出来ていた。

Cグループ～先週ロールプレイが出来なかった方は積極的に実施されていた。しかし、他者のロールプレイについて意見を求めると消極的となり、こちらから発言を促している。

Dグループ～全患者様が自分の目標を覚えていた。　

＜Dr安ヶ平患者様のケース検討＞

坂本　秀男様～以前より所持金が多く、社会資源の活用の意味もこめて銀行への入金

をすすめていますが、強い拒否が見られています。今までは、金銭ト

ラブルはないものの、今後は銀行への入金をすすめていきましょう。

＜家族交流会について＞

３月２５日に家族交流会が行われます。今回、退院につなげる為に各種社会資源（青風荘、青山荘、青明舎など）について下平さんから説明していただきます。

青風荘：高齢ではあるが、多少の援助で日常生活を送る事ができる方。

青山荘：日常生活について訓練する目的。

青明舎：各種レクや行事などを提供する場。

参加家族：津嶋イチ子様　滝田英人様

当日の流れ：　　病棟案内12：00～12：30

　　　　　　　　　・普段の生活を見て頂く。

　　　　　　　　　・病棟内を見学し会話だけではなく、眼で見る事で現在の状態を知って頂く。

　　　　　　　　昼食会　12：30～13：00

　　　　　　　　　・患者様、御家族、スタッフと昼食をとりながら交流を持つ。

　　　　　　　　相談懇親会13：00～14：00

　　　　　　　　　・御家族の不安に思っていること等を話せる場を提供する。

　　　　　　　　　・交流会以外でも面会時や手紙や電話等いつでも相談できる事を伝える。


































